病棟チームカンファレンス記録
	A.O.M
	S.G.M

	
	


令和5年11月22日(水)　　　　　　　　　　司会・記録：澤田　久美子
	成田
	金谷
	澤田
	大村
	大湊
	岩藤
	田口
	佐々木
(孝)
	石橋

	○
	休
	○
	準
	深
	休
	○
	深
	休

	安田
	川口
	柴垣
	
	
	
	
	
	

	準
	○
	○
	
	
	
	
	
	


＜連絡事項＞
・褥瘡予防対策委員会から体交枕購入の希望を募るお知らせがありました。
種類（三角枕、丸型、座面など）、個数（2種類以上ある場合は各個数）

購入希望理由（どのような患者に使用したい等）、体交枕の使用状況（現状誰にどのようなものを使用等）を記載し、澤田までメールでご意見下さい。よろしくお願い致します。
・本日豚汁会の参加費を集金しています。11月26日（日）スタッフ2名と患者様数名で材料を購入し、準備予定としています。
＜患者様連絡事項＞
・佐藤　英之様～11月29日（水）15:30～ケア会議、内科診察室にて姉も来院。
　　　　　　　　11月30日（木）10:00に姉の迎えで自宅退院となっている。
　　　　　　　　明日、診察時、主治医に確認、指示、初外来日の確認等調整予定。

＜深澤Dr.処方＞
・本日中村　豊様、木村　光夫様臨時薬同内容様で7日分処方となっています。
・向井　敦子様～ロナセンテープ28日分処方あり。

<村上Dr.処方＞
・高橋　康光様、佐藤　英之様臨時薬同内容で明日より7日分処方となっています
・中野渡　鉄男様～ランソプラゾールOD錠30㎎1T →15㎎1Tに減量 1×1/昼食後7日分処方となっています。
＜要注目患者様＞　
・小笠原　文人様～奇異的な動作や多弁性見られるも、日課は支障なく行っている。他者交流は穏やかで、他者トラブルはなし。
・船場　幸子様～両下肢浮腫は持続しているが、自立歩行はできている。身体的な不調もなく、病棟プログラムには表情穏やかに参加している。
＜小柳Dr.診察情報・ケース検討＞
・会津　虜子様～主治医から下肢痛を問われると階段昇降時の疼痛を訴える。その他苦痛症状の訴えはなし。
・大久保　すい様～診察室に入るとすぐと被毒妄想言動あり。主治医より他に何かあるかを尋ねられると「足痛い」と下肢の痛みを訴える。苛々感など易怒的な様子はなし。
・石切　久様～主治医より、最近落ち着かない様子である事を話されると穏やかな口調で「はい」と答え多飲水傾向である事ややや多弁である事を自覚している。飲水時は一気に飲むのではなく少量ずつにする様説明を受け、穏やかな口調で「はい」と返答している。臨時薬トリヘキシフェニジル（2）2T⇒1T、ラツーダ（20）に減量、ブロナンセリン（４）3T 3×1/毎食後服薬開始。
・春山　知範様～主治医より、退院後の飲酒について尋ねられると「お酒は飲まないと思います」と話している。体調も良好との事で、主治医と姉との面談を日程調整する。
・佐野　貢様～入院期間が長期になっている原因を主治医が尋ねると「お酒です」と答える。出来るだけ早く退院できるようにしましょうと説明を受けている。
<金Dr.診察状況＞

・井上　和美様～不調の訴え無く表情落ち着いている。内服薬に対する不満言動なし。
・小笠原　文人様～声高に気分高揚的な口調は見られるが、過度とはならず、食事についての話題で終話している。執拗な要求言動はなし。
・飯豊　信雄様～不調の訴えなし。妄想言動無し。
・沼田　ゆき子様～転院について不安的な言動もあるが、執拗な訴えや、感情失禁は見られていない。
